
第１学年 算数科学習指導案 

 

 

 

１．単元名 たしざん 

 

 

２．単元の目標 

 ・10 のまとまりに着目することで、繰り上がりのある加法計算ができることを理解する。         

  (知識、理解) 

 ・1位数同士の計算が確実にできる。(技能) 

 ・算数ブロックや言葉を用いて計算の仕方を表現したり工夫することができる。(考察) 

 ・繰り上がりのある足し算の計算の仕方を既習の学習を踏まえ考えようとしている。 

(関心・意欲・態度) 

 

 

３．指導観 

 本単元は 1位数同士の繰り上がりのある足し算であり、計算を行う際に 10のまとまり

を作り、10 といくつという考え方を理解し使えるようになることがねらいである。 

算数ブロックや図などを使った算数的活動を通して、児童自ら計算のしかたを考え、

考えたことを説明できるようにしたい。そのためには 10を作るための数の合成、分解

が十分に理解できているかが重要である。学習を進める中で、既習した学習内容を生

かせないかと考えたり、計算のしかたを自ら考えられるような“数学的な考え方”に

つながる指導をしていきたい。また、1位数同士の足し算は、算数の計算において基礎

であり、それらを“できる”、“使える”ことを目標にしたいと考える。 

 

 

４．児童観 

既習の足し算、引き算にも慣れつつあり、計算の仕方や速さが身についてきている。 

これまでは、繰り上がりのない足し算を行ってきた。本単元では 10のまとまりを作る

考え方で繰り上がりについて学んでいく。その際、算数ブロックを操作することを繰

り返し言葉によって説明することで、10 の数をつくる考え方の良さを実感できるよう

にする。10のまとまりを作るための数の合成、分解を繰り返し行うことで、10のまと

まりを作るという考え方を使えるようにしたい。 

 

 

５．教材観 

本単元は学習指導要領の第 1学年の内容「(A)数と計算、(２)加法及び減法の意味につ 

 いて理解し、それらを用いることが出来るようにする。イ 1 位数と 1 位数との加法及



びその逆の減法の計算のしかたを考え、それらの計算が確実にできること。」を受け設

定されたものである。繰り上がりのある 1 位数同士の加法を学習する。繰り上がりの

ある計算の場合は、加数分解や被加数分解といった方法で 10のまとまりを作り、10と

いくつとする計算に気づかせることをねらいとする。1位数同士の加法計算は、これか

ら後に学習する加法の基礎となることから、十分に習熟する必要がある。 

 

 

６．指導計画(全 13時間) 

時 学習内容 評価規準 

1 9＋4の計算の仕方(加数分解)を

考える。 

・既習してきた加減計算や数の構成を基に、計算

の仕方を考えようとしている。(意) 

・計算の仕方を考え、算数ブロックの操作や言葉

等を用いて説明することができる。(考) 

2 被加数が 9の場合の計算の仕方

(加数分解)を考える。 

3 被加数が 8の場合の計算の仕方

(加数分解)を考える。 

・加数分解による計算が確実にできる。(技) 

 

・被加数が大きくても 10のまとまりを作ればよ

いことを理解している。(知) 

4 被加数が 8，9の場合の計算の練

習を行う。 

5 被加数が 7の場合の計算の仕方

(加数分解)と練習を行う。 

6 3＋9の計算の仕方(加数分解)を

考える。 

 

・加数、被加数の大小に関係なく 10のまとまり

を作ることに着目し、言葉やブロックを用いて

説明できる。(考) 

・1位数同士の繰り上がりのある加法計算は、10

のまとまりを作ればよいことを理解できてい

る。(知) 

7 1位数＋1位数で繰り上がりのあ

る計算の練習、文章題の解決を行

う。 

 

8

～

12 

計算カードを様々な活動で用い

て加法計算の練習を行う。 

 

・1位数同士の繰り上がりのある加法計算が確実

にできる。(技) 

13 学習内容の理解(仕上げ) ・基本的な学習内容を身に着けることができてい

る。(知) 

 

 

 

７．本時の目標(第 6時) 

1位数同士の繰り上がりのある加法計算で、10のまとまりを作るための方法として被 

加数を分解して計算する方法(被加数分解)があることを知り、計算ブロックや言葉な

どを用いながら 10といくつという計算の仕方についての理解を深める。 

 



８．本時の指導案(第 6時) 

学習内容と活動 発問(〇) 予想される児童

の反応(・) 

留意点(△) 評価(□) 

１．導入(問題演習) 

1 から 9 の数が、あとい

くつで 10になるかを考 

える。 

 

 

２．問題把握 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．自力解決 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．集団解決 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇あといくつで 10 になりま

すか。 

・1です。 

・3です。 

・7です。 

 

〇どのような式になります 

 か。 

・3＋9です。 

〇どうしてたしざんになり 

 ますか。 

・あわせるからです。 

 

〇算数ブロックを使って考 

 えてみましょう。 

〇3と 9のどちらが 10にしや 

 すいか考えてみましょう。 

・３を１と２に分ける。 

・９を７と２に分ける。 

 

 

〇それでは、どのように考え 

 ましたか？説明できる人。 

・まず、3 を 1 と 2 に分けま

す。そして、1と 9を先に 

 足して 10 のまとまりを作

ってから２を足します。 

・まず、9 を 7 と 2 に分けま

す。そして、3と 7を足し 

 て 10 のまとまりをつくっ

てから 2を足します。 

 

 

たまごはあわせてなんこで

すか。けいさんのしかたを

かんがえましょう。 

△1人ひとりに当てていき、 

 10 を作る計算が出来てい

るかを確認する。 

□10 の数を作る計算が出来

ている。(技) 

 

□式を自分で考えることが 

 できている。(考) 

 

□なぜそのような式ができ

たかを説明することが出来

ている。(理) 

 

 

 

 

△ブロック操作や図など、ど    

の様な方法で取り組んで 

 いるのかを机間指導を行 

 いながら把握し適宣助言 

 を行う。 

△3と 9のどちらが 10にしや 

 すいかを考えさせる。 

 

△加数分解だけではなく、被 

 加数分解も新しい考え方 

 として位置付ける。 

△加数分解、被加数分解のど

ちらの考えも認める。 

□10を作る計算の仕方に着 

 目できている(考) 

□10のまとまりをつくり、計 

 算することができている。

(技) 

□自分の考えを算数ブロッ 

 クや、言葉によって説明で 

 きる。(理) 



５．まとめ 

 

 

〇どの考え方がわかりやす

かったですか。 

・３を１と２に分けるやり方

がわかりやすかったです。 

・どちらの数を 10にするか 

 迷いました。 

10 のまとまりをつくると

けいさんできる。 
 

△10のまとまりを作る良さ 

 に気づけているか確認す 

 る。 

△どちらの計算のしかたも、 

 10 のまとまりを作ってい

るということを気付ける

ような言葉がけを行う。 

 

 

 

(板書計画) 

めあて けいさんのしかたをかんがえよう。 

もんだい たまごはあわせてなんこですか。 

 

    たまごの 写真 

                    

 ３      ９ 

３＋９＝１２    ３＋９＝１２ 

                   

 ２  1                   ７   ２ 

3を 1と 2       9を 7と 2に 

にわける｡       わける｡ 

                              

けいさんのしかたをかんがえよう。 

３＋９＝１２  ３＋９＝１２ 

２ 1               ７ ２ 

     10          10 

 

１０のまとまりをつくる。 



 


